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背景と目的 

食物アレルギーの症状を示す人の数は増加しているにもかかわらず、アレルギー症状を引き起

こす機構については不明な点が多い。植物由来の食品素材に対してアレルギー症状を示すことは

多く、種子類（小麦、落花生、大豆など）と果物類が原因食物の上位を占める。果物類に関する

アレルギー症状は、花粉による感作後の交差反応による口腔アレルギー症候群として発症する場

合が多いが、場合によっては重篤な症状を示す場合がある。報告されている果物類に対するアレ

ルゲンの多くは、防御タンパク質、プロフィリン、非特異的脂質輸送タンパク質である。一方、

種子類に関するアレルゲンでは、種子貯蔵タンパク質が多くを占めている。種子貯蔵タンパク質

に関連するアレルゲンの多くは、cupinおよびprolaminの２つのsuperfamilyに属している。Cupin 

superfamily は germin という安定性の高いタンパク質のモチーフをもとに見出された

superfamily であり、多様な機能をもつタンパク質が属している。豆類の主要なアレルゲンであ

る 7Sおよび 11S グロブリンは、ともに cupin superfamilyに属し、加工特性を担う重要なタンパ

ク質である。7S グロブリンは分子量が 5 万から 7 万のサブユニットからなる 3 量体構造をもち、

分子量は 15万～20万であり、11Sグロブリンは分子量が 5万ほどのサブユニットからなる 6量体

構造をもち、分子量は約 30 万である。7S グロブリンと 11S グロブリンの立体構造はいずれも１

つのサブユニット中にジェリーロール構造と呼ばれるβ-バレル構造を 2個もち、そのサブユニッ

ト内に擬似 2 回軸をもっている。β-バレル構造を中心にもつコア部分の構造の 7S および 11S グ

ロブリン間の類似性は高く、3 個のサブユニットからなる 3 量体構造についても良く保存されて

いる。一方、prolamin superfamily には 2S アルブミン、トリプシンインヒビター、脂質結合タ

ンパク質などが含まれる。2Sアルブミンは、ラージサブユニットとスモールサブユニットにより

形成される。落花生において 2S アルブミンは主要なアレルゲンであり、そのアレルゲン性には安

定なタンパク質構造が寄与していると考えられている。 

 

検討内容 

ソバに対するアレルギー患者血清を用いてソバ種子タンパク質に対する特異的 IgE 値を解析し

た。脱脂したソバ種子からタンパク質を抽出し、クロマトグラフィーにより 11S グロブリンを精

製した。また、大腸菌発現系により、2Sアルブミンの組換えタンパク質を調製した。それらに対

して特異的 IgE 値を測定したところ、多くのソバアレルギー患者血清において 11S グロブリンに

対して高い抗体値を示すことが明らかとなった。さらに、2Sアルブミンには 2つの分子種が報告

されているために、それらのアレルゲン性について解析したところ、両者に対する特異的 IgE 値

を示す患者は 11S グロブリンと比較して少ない傾向であった。現在、タンパク質解析用ソフトウ
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ェア Discovery Studioを用いて、主要なソバアレルゲンの構造について解析を進め、アレルゲン

性に寄与する構造について検討している。 
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